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専門 ：電気電 子材料 工学 （金属 ・化 学 ・4射yヽ` ･|フロ セフ、系 ）
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甲府市総合防災訓練

--

ア

マ

ナ

ー
ア

ｍ

・̈
夕

ｌ

定期演奏会写真のQSL カード

日本アマチュア無線連盟山梨県支部運営委員
日本アマチュア無線振興協会養成課程講習会講師
第一級アマチュア無線技士、第一級陸上無線技術士
山梨大学アマチュア無線部顧問
山梨大学アマチュア無線クラブ（JA1YFL ）代表者
梨響シニアオーケストラ所属（第一バイオリン）
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工学部の沿革｜工学部HPより

大正13 年（1924 年）、国立山梨高等工業高校として創立しました。

1945 年　　 学徒 動員 学 生 の一 部 広 島原 爆で死亡 （平和公園慰霊碑の写真）

Ｆ

1965 年1966

年

工学専攻/電子工学専攻）修士課程設置

工学基礎教室設置

各学科に講座増設（多人数教育導入）



一

四

―

1970 年　　 計算機科学科設置

1972 年　　 機械工学科に特別編入制度導入

1973 年　　 電気工学科に特別編入制度導入

1974 年　　 環境整備工学科設置

1974 年　　 大学院工学研究科計算機科学専攻修士課程設置1978

年　　 大学院工学研究科環境整備工学専攻修士課程設置

Fi ¬ 弓 戸 呵1

rii ジステムヱ学科/電子情報工学科/土木環境工学科/化学生物工学科）に改組
|㎜　　　　　II　　　　　　I　　　　I‘　｜

11992 年　　 大学院工学研究科博士後期課桂|（物質工学専攻/社会 ’情報システム専攻）設置
||　　　　　|■|　　　　　　　　　　　　|●　　　　　|雛

1992 年　　 大学院工学研究科博士前期課程（機械システムエ学専攻/電子情報工学専攻/土木環境工学専攻/化学

1997 年

，四
回jJ一一J1998
年

2002 年

生物工学専攻）改組

T1 号館完成（学部キャンパス再開発計画に着手）

循環システムエ学科設置、

学部6 学科（機械システムエ学科/電気電子システムエ学科/コンピュータ・メディアエ学科/土木環境

工学科/物質・生命工学科/循環システムエ学科）体制に改組

循環システムエ学専攻自然機能開発専攻及び持続社会形成専攻設置、

大学院工学研究科|専士前期課程（機械システムエ学専攻/電気電子システムエ学専攻/コンピュータ・メ

ディアエ学専攻/土木環境工学専攻/物質・生命工学専攻/循環システムエ学専攻/自然機能開発専攻/

持続社会形成専攻）体制に改組旧山梨大学、旧山梨医科大学を統合し、山梨大学が開学



i

2003年　　学科改組物質・生命工学科を応用化学科、生命工学科に改組・再編

部の専攻設置

2005年2007

年2008

年

U」梨穴子入子院la于み乖●ｏ口９, 111 ｕｒヽ・－･・７･７
、－.－

ii 誠 瓦 轟 馴 乱 ゛゙ 社会゛成i緻 ゛廃６ ヽ’゙“ 社会叩 ゛゛ ”

工学部附属ものづくり教育実践センター設置

工学部附属国際流域環境研究センター設置

1● ’･｀ I　　I ●･　●●　　　　　　･･I"liw-●i〃
専攻改組

物質・生命工学専攻を応用化学専攻、生命工学専攻に改組

７
１
四
　ｉ四
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2012 年　　・ 子aj‘こ/ｆ一･¶`こ１　　１
４ 字　 理ＩＸ Ｍ Ｖ り草 な

2019年2022

年

応 用 化 学 科/ 先 端 材 料 理 工 哭E 科 ） に
改 組

情 報 メ カ ト
ロ ニ ク ス エ

学 科 を メ カ ト ロ ニ ク ス エ 学 科 に
名 称 変 更

一通　　　　　　　　●　　　　　　 －　　 －　　　 ■　 －　　
．　　　　　 －　　　　　　　　　　　　　　　　■･　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』-　･･

附 属 基 礎 教 育 セ ン タ
ー

設 置

燃 料 電 池 ナ ノ 材 料 研 究 セ ン タ

ー

を 水 素

・

燃 料 電 池 ナ ノ 材 料 研 究 セ ン タ
ー

に 改 称

PO? 婢　 Ｔ学部を1学科7 ‾1－７
・･S
総 合 Ｔ 字 ク ラ ス 創 設　　　　　　　　　 ｉ

,よｆ,・， フッーＺ」｡千,。「¬ Ｕｔ- 」－Ｚ、,応用化学コース/土木環境工学コース/コンピュータ理工 １

学コース/機械工学コース/メカトロニクスコース/電子電子工学コース) に改組　　　　　　　 １
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改組後
１年生の科目・時間割は共通

｜年.次のダラス●門剔j
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○ 新・工学部 学生の所属先をベースとした流れ

【 】は募集人員（目安 ）

全入試区分

の募集人員
－載( 前期)

麹冽「理科｣

の科目- 〕

・`
４

Ｓ

＼
Ｊ

／

必須

物丿萱

又 は

化 孚

ク ラ ス 配 属

・　1年次は「クラス｣に　

所属し、クラス毎に

共通･基礎教育を受講

入

学

｀ゝ

｀ ．

一一 一
f　1

年 次　J9　　　

，-~.~～･
●-..Ｊ

全字共通教冑

工学科共通蕃礎敦冑

戸 ‾`

コース配 属・

転コース

一一･-- 一一一一
１　
２ Ｕ　

〕

｀.----〃sIW1 ●･r4-,-nw-g
全学共通教冑
工学科共通基礎教冑
基礎工学

クリーンエネルギー

化学コース【３８】

応用化学コース

【38 】

土木環塊工学コース

【50 】

特Ｐ履 修・

転コ ース

.甲

〔呈 毎 〕
応用工学　　

卒業研究
－
クリーンエネルギー_

化掌コース__

応 用 化 学 コ ー ス

“.Iツ心
'　q. ？! 坏･､

バ ２-ＩＵ ゛ ５ リ"'
・１卜| ・

｜ に娠ｉｊ
土 木 環 境 工 学

コ ース

・ ･ -` S 〃-- ・･ ¶'F
■

:卜 り 恥 き料 Ｐ

り シロ レ".･ lj...=

工学の社会実践教冑プログラム

コンピュータ理工学

コース【90 】

機械工学コース

【53 】

メカトロニクスコース

【48 】

＝Ｆ
　

～
¥
&
‐
& [７睦ゴ

コ ンピ ュ ータ

理 工 学 コ ー ス

“？I.I.＿....　　 ヨ

フ,お り ｐ

丿 几 どしjj ヽj

機 械 工 学 コ
ー ス

ー

メ カ ト ロ ニ ク ス　　

コ ー ス

ー

電 気 電 子 工 学　　　

コ
ー ス

＝　 ■　　　　　　　J■　　　 ・-4

い
こ' む

ふ]

Ｑ
八 ｙ

…… …41 ″LI' rj ･:j ･う ム １

卜 ヽ、

ヽ ，

ダ1｣JS 大 ７=　l t

ｊ,.゙ 1ｒ.ＪＴＩ･..●l ,.'.l｡●義j,j41}J !･

卒

業

t ● 剽 こ

志 望 す る

コ ー ス 又 は

緯 合 工 学 押

……

希 珊 珊

………

定員365
人

一 般( 前 期) は

恵 里 コ ー ス に

合 わ せ て 儒 別r

珊 科 』の 科 目(

物 ● ｏr 化 学)___

‥
膏,畢 釈｡｡｡｡｡

物理
必須

l心 ●ｋ －－＝●

化学系クラス
クリーンエネルギー化学コース【331　　

応用化学コース【33 】

総 合 工 学 クラ ス

総合工学枠【40 】

機 械 電 気 系 ク ラ ス

機械工学コース【48 】

）(カトロニクスコース【45 】

竃気電子工学コース【45 】



復興 ネットゼ゜

り 夕4jT ?lび 大学全入時代 経済成長
平和　　　水 素 社 会　 安全保陣　山梨大学'‾臨 。。。ti。１

多 様 性 ？t'?l 術 部 跨 必 ７
～
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んな人におすすめ
Ｐ

基礎科目を広く学ん
だ上で、専門分野に

進みたい。

専門分野の特徴を
しっかり見極めて
から自分の専門を
決めたい。

とにかくいろいろな
ことに興味がある。
いろいろなことを

学びたい。

希望する専門分野と

他 の 専 門 分 野 の

つながりを知りたい。

総合工学クラスへの進学を考えてみませんか？



合工学クラスでなにが学べる
１ 年 次-
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化学系 クラ ス科目

基礎物理化学

化学熱力学1

自然科学実験

オ ム ニ バ ス 形 式 の

授 業 で コ ー ス 選 択

を 支 援
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情 報系 クラ ス 科目

情報処理及び
プログラミング基礎演習

プログラミング応用　

及び演習1

土木環境系クラス科目 ？S

土木環境デザイン

数値計りおよび演Ｍ

応用物理学

機械電気系クラス科目

機械工学概論

電気の基礎

プログラミング応用　　　　　　Ｃ言語プログラミング
及び演習11　　
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履修科目を 決める

際に、全コーフノ)教

員から、コースの紹

介やカリキュラムの

説明を受けることかI

できます、工学科が

一丸となってコース

選択を支援します、
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豊富な教育経験を有 す

るクラス専属のコーディ

ネーターを配置しており、

コースの担当教員とは異

なる 立場から情報提供

や助言を受ける ことが

できます。
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理工系の最新入試動向まとめ
(Ｂｅｎｅsse High Schoo1 0nline)

－スに変えることで、新しい社会ニーズ
九組織改編今入学後の学生の進路変更な
り柔軟に対応できるように

・理工系は犬くくリ几､が進み、
ラム設定、進路選択か可能に
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工学部を８学科から５学科に改組’

工
学 部 を ７ 学 科 か

ら ５ 学 科 に 改 組.

工 学 部 を ７ 学 科 か ら ５ 学 科 に 改 組.

工 学 郎 を ６ 学 科 か ら ２ 学 科 に 改 組

理 学 部 を ５ 学 科 か ら １ 学 科 に 改 組

工 学 部 を ７ 学 科 か ら
１ 学 科 ｛９ プ ロ グ ラ ム

｝ に 改 組

工 学 郎 を ４ 学 科 か ら １ 学
科 ｛７ コ ー ス ｝ に 改 組 ，

工 学 部 を ８ 学 Ｈ か ら ５ 掌 り に 改 絹

工 学 郎 を ７ 学 科 か ら ５ 学 科 に 改 組

工 学 部 を ６ 学 科 か ら １ 学
科 じ5 で］一一ﾇ･!　 に 改 組

工 芸 科 学 郎 を ９ 課 程 か ら ６ 謀ly に 改 組

工
学 部 を ４ 字 り か ら 創 芯

工 １ 学F ↓　し ’コ ー ス ） に 改 組．
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工
学 部 か ら 理 工 学 部 へ （ 創 造

工 学 科 ． シ ス テz､ 哩 化 学14 ） Ｌ･改 相　

工 学 部 を ４ 学 科 か ら １ 学1.4 に 改 組

入 学 峙 の 配 属 か 鴇 か ら 学 院 に な る

工 学 部 を ８ 学1 」か ら ６ 学 科 に 改 組

工 学 部 を ６ 学 科 か ら １ 学 科 に 改 組
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芸 術 工 学 部 を ５ 学 ね か ら １ ブ．ｕ !･ ５ コ ー ス ｝ に 改 相

工 学 部 を ７ 学 科 か ら ２ 学 科 に 改 組
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理 工 学 部 を ２ 学 科 ８ コ
‾
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工 学 部 を･z 学14 か ら １ 学 科 （ ７ コ ー ス ） に 砂 紺
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試人

受験生

・ メ リ ッ ト

・ 入学後に決め

・ 定員が大きく
く見える。
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課題

なるかバカ士）

リ分けの基ﾚ琴かわ
い

大学

・ メ リ ッ ト

・ 細分化せず総合的教育

・ 教員のタコ ンヽボ化を防止

・ 勉学意欲を担保
・ 各 専 門 分 野 （ 学 科 ）

［］　よ 二に.仙 卜 三几「か

゜ ア

Ｏを柔軟に設定

メリット

の定

・受験生確保に不安

・特定分野（学科）
成績層

に特定

小さい「くくり枠」は本質的に第２志望にされてしまう
「選べない」ｲ憂柔不断な学生が来るのではないか？
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総合工学枠入試特徴
(後期曰程)
●個別入試が前付(ﾉｿ‥゙･･'･､･｡
・類似　福島大学( 内容千帆卜、ビト 大 心)俯｡
・同様の、北見工大、琉甘十心 コース別人試

・配点
・ 国語か高く（⊇ 生月 ）△ｸ 付壮乱他臨ツソ証y万万

・ 後期面接のみの中てけ、　ﾉj　=○し十丿丿 六白

・ 配 属
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総合工学クラスの特徴

・R6改組でスタ 卜した工学部初の「くく
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学生間の交流を重視
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・入学後に専門分野（コース）を決める

・コース志望がかなう

・教育・育成プログラムとして設計されている
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R8年度入学状況
・工学部
入学者　392 名、

●
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新 入
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各コースからの説明を受け，

配属を希望するコースを見

据えて，学生自身で履修科

目を決めます。

(4/2 実施)



φ ・

9ﾙ

・

Ｉ
Ｉ

’１

・

・　･ ●１
･●-‘ ●．．Ｊ
プ
リ

ダ

・,ず

１

･ ' ; ・

角

－ ｀ １

新 入 生 ガ イ ダ ン ス

　 こ ミ

ａ ●

¢●･

●●

にか

ノザヴ
ダ

・

ty l ↓，

犬　 ’卜, 二 ご ぺ ……･‾’i’,’で
，;
．･

… …　 ｙ　 ∧ ≒ い
… ………
… …1　

’　　 ・･;　. ‘ … …1･

争

幽

‘嘱－

り　 ４　 ４１　ｎ

ゾ 雫11 騨9 ｼ弊゙ ﾌﾟ ﾌﾟ

∧ｹﾞｿ＼ﾌし゚. ﾍｿ゙ﾞｻI ｀j: : '‘T'‘ ･

幽

か太

１

1“●　 ｒ ｀ヽ ●　 〆ゝ

”

‘

_ ノ　 ー ″I

ザ

て

四乱



新入生宿泊研修を入学式前に実施
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社会と科学技術
・選択した工学分野が社会的課題の解決のために役立っていくか

・入学時点でもっていた自身の志向の確認

⇒２年次コース選択や工学の社会実践について考える
ほかのコースの学生と協学
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探 求 と 対　
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学生同士の「対話」を通して，自分自身の進路や将来に
ついて考え，思考力やコミユニケーションカを高めると
ともに，自分自身の進路を主体的に選択できるようにな
ることを目指します。

「ホームルーム」的な役割も果たしています。
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総合工学クラス学生専用の控室(50m2 ×2)

工学部としては総合工学クラスだけ
｢行けば誰かがいる、仲間に会える｣
分野を横断した交友関係の構築
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相談を踏まえて，

解散式
コ ー ス
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第 １ ま た は 第 ２
希 望 の コ ー ス い

ず れ か に 配
属
。

⇒令和67 年度は全員が第1希望のコースに配属されました・

（ただし，各コースの希望者数によります。）

R8/2 の解散式の様子



●新入生ガイダンス

● 大 学 祭 展 示
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総合工学クラス

イメージキャラクター
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山 梨 大 学 工 学 部 に

入 学 し た か った 。 ・。

総合工学クラス
は 希望コ ース ゜j
よりも合格しや
すいと考えた。　j

そ の 他

●　●

大学の授業を受講し

てからコースを選択
｀'つ だ 。

希望分野の周辺知識を学びたかった。

※令和８年度入学生アンケート



／最終調査時と入学時の

第1希望コースの確定度合いの変化

ｽﾞ;訂 款昌 昔昔 二二　 竹 町 ヤヽ　14

％（6名）　　　ダ　　 翼 昌 祐ﾊﾟ゚

確定度合いは
変化していない。
21％（9名）　’
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／ヽ総合工学クラス満足度

jレ レヌ，わノよ55

％（23 パ）

犬新設の総合工学クラスを適切に運営し
学生の進路選択を支援した。



55 ％

43 ％

ｱ ン ケ
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ト 結 果
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R6 生

総合工学クラス満足度

●とてち満足

●柚 枇 順足

卵 少し小沼I

● ヤ ヤ 丿函

第1希望コースは変化したか？

●　変化「バ いノ」い

● 変化しﾉ，

大学に入った後に、他の分野に興味をもったり、も

ともと志望していたコースがイメージと違ったりす
ることもあると思うので、総合工学のコース選択に
縛られずに学べる形はとてもいいと思いました。

大学生になって新たな視点からコースについて考え

ることができたのでよかった。

いろいろなコースに必要な授業を受けれて、自分の

向き不向きを知れたことが、このクラスにはいって
一番良かった。

自分のキャリアを多角的に考える授業も良かったと

思う。

今後コースが分かれるであろう人だちと交流する事
で、自分では得られなかった知見を得る機会が多々

あり、楽しかった。

今後も関係をｲ呆ち続けられるようなｲ中間がたくさん
できたことはとても幸せだと感しる。



各コースの専門の講義

社会と科学技術

ラボツアー

講義やイベント以外での教員との会話

新入生ガイダンス

総合工学クラスの学生との会話

サークル等の課外活動

コーディネーターや担任との面談

各コースの専門以外の講義

探究と対話

０ ５ 10　　　　　15　　　　　20

回 答 数 ／ 人

25 30

図　コース選択に役立ったと感じる活動

4．総合工学クラスの新設と教育効果,小俣 香織,岡村 美好,近藤 英一,武井 貴弘,郷 健太郎,中山 栄浩，

工学教育73,56,2025



2026 東日本国公立大入試難易度予想ランキング
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ｉ
｢総合工学クラス｣
・R6改組でスタートした工学部初の（くく

・入学後に専門分野 Ｏ －ス）を決める

・コース志望がかなう

リI
」
　ｊ
Ｓ
･ 枠

・教育・育成プログラムとして

・クラス専属のコ
Ｗ ゝ　　　　　　　　ミ
Ｔ イ 不 夕

設計されている

を配置

の交流を重視

Ｊ

ｊ`口
王
１
牛

・教員一学生間、学生一学生間

・多様な人材、文理型も意識し九入試（後期曰

・意欲的な学生か入学、満足度も高い

・倍率は上昇傾向、工学部のHUB ＆DRIVERとして
期待される
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地域活性化人材育成事業～SPARC ～
憲見交換・提案・連携
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山 梨 の 未 来 を 見 据 え た 人 材 育 成

’岫域童粛 ″を“強み葬に「圃内外｣ に挑む人 材

111! き ●化’を“強み’1こ11県内』'゙人 を呼び込む人 材　 ，

昔ﾉ

噂

教 育 成:　　

産 学
‘

●dlﾐ ●P･･ ｀ ●゚ ゛●　I･●･･- ●-〃

社 会 復1

女 性
躊 躍 推 進

一 一一一一 一一一一一 ●　員　研　修と金融
と
万一‥ … ……

弓 フ シ
者1

'アドミッションセンター ’や“キ･ リアセンター″とも強力 に連携

垂
直
統
合
型
人
材
支
援
体
制

r!1胎夕Ｍ●●

419 山 梨 県 立 大 学　

撃　　　｜●､11　0SL･㎜四･

Q 

･

Ｇ Ｏ･'"　　　　　

･`゛'゙ J･　　　　　　　　.し＜

lrｌＡＭ　　 【全学共通 】●ｓ ●●Ｐ就・

“連騰貴霞科目’を活用しだ 教書敵軍’

し
,･･･ ’I　- 〃I●　　　a･　 ●･･㎜--･ ･〃ﾐ ’-･il･　　　　　　~=--「
【 医 療･ 介 謨･ 福 祉･ 傲 冑 分 野 】 ！

特 別 教 育 プ ロ グ ラ ム を 新 穀

『 ｉｉ 変ｉ λii` E

｡四

－　　　　’･`I･･` 　, ････　　
●゙j

≪ 新 学 科 設 置 に 向 け た 準 備 プtl グ ラj

｜　
地 域 デ ザ イ ン コ ー ス（

● ●: ● 四 郎度 鳶i

堵 瞳 ● 輿 に つ い て 学 び ，

１ 最 新 技 術 とデ ヽ,タ サ イエ ン ス 等 に よ 暴変 革 着

ｊ を 育 成 す る 文 系 １－ ス

-.■-･･J.〃S` ~{-　･ 
″ '･"･'●l,-･･〃I

篭 城 産 業 の ’現 ● を 変 本 す る 人 材 ’

- ふ=　-　-　 皿　　－

地域産業 を活用 し` 価値を裁遭 する人材゛

Φ

･　J

●
●

あ 進学童識幽成ｊ
--- ･ ･I　W･ ●･'･'I'‾･･--･●●-･ﾐ"〃 ら･　･･■　■- ¶．

ｋ

大 学　|･

探　 求　 学　 習j　

｀ゝW

●--　　　　　　　●.¶･･･. ■.■i d･.. ¶･　-■･ ■¶-. ㎜¶'･-. 例-.■

● ● ● ●● ● ●● 皿 ● ●● ●

理 県 進路 選択

高校･大学閻交流

へ

高 校

ｙ
ゝ` ≒･ r..-.“ ・

’・

・．　
高 校

・ 大 学 の
“; 教 育 接 続 ”T 予 備

校

●・ ●●●●●●●●●●●●●●
●●●●備圃巻●●●●●●●●●●・ ●Ｓ●●　■●．-

●¶

遠 携 事 業 のｰ--

一一

( 一 社) 大 学 アライアンスやi な し`

( 大 学 等 遭 携 推 進 法 人)

特 例措 置を活用した’達携開殷り Ｈ”-

・

４

Ｉ

私立大学の

Ｋ

斯 設 嶮峻ＩＳプ１７１`７１－ムで ・゙ 肘●●まえて

｀ヽ↓.‘　　（令 和10 年4 月 ）` 工 学 系 新 字 科 ’
ｈ

メ イ カ ー ズ 孚 科､ 仮専》の 耕釧 ●剌･
・　　　　　　　　　　＿　　　-_　　　　　

｜　　　　　　　．
山 東 大 学 と の 連 騰 に よ る 効 果

･輿 嘩 政 餓 学 郎: カリ1･ ｊヽ tjム に 堰 集 科|| を 遮 加
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